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一．一広報 

③ごしかわら 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ＜ります。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

昭和63年 ，, わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原 

jto.67 3 	胃警発醜禁繁警馴課二翼 
'：上げました。 
.， わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
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，
 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 き
っ
 と

お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

・
 

柳
兵
譲
廃
絶
平
和
都
市
主
議
記
麟
 
舞
麟
嚢
蕪
慧
護
舞
響
 

ー
勲
「
讐
藁
ー

ー
 
H

ー
 

市
‘
民
憩

い

の

森
林
 

市
宣
言
を
記
念
す
る
植
樹
祭
を
 
こ

の
市
民
憩
い
の
森
林
は
、
 

行
い
ま
し
た
。
 

市
で
は
九
月
二
十
五
日
、
飯

詰
山
国
有
林
地
内
に
あ
る
「
市
 
 

民
憩
い
の
森
林
」
 
で
、昨
年
に

引
き
続
き
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
 

市
が
国
有
林
野
を
活
用
し
て
市

民
の
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
つ
く
ろ
う
と
、
金
木
営

林
署
な
ど
の
関
係
機
関
や
多
く

の
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
 

昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
六
十
四

年
度
ま
で
の
六
年
間
で
約
三
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
家
族
づ
れ
の
市

民
や
関
係
者
約
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

最
初
に
森
田
市
長
が
「
今
日

植
栽
さ
れ
る
樹
が
森
林
と
し
て

大
き
く
成
長
す
る
と
と
も
に
、
 

平
和
を
願
う
人
々
の
輪
が
さ
ら

に
広
が
る
こ
と
を
祈
っ
て
植
樹

し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
浅
川
勇
県
議
会

議
員
、
福
永
純
久
金
木
営
林
署

長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
後
、
飯
詰
部
分
林
組
合
員

の
指
導
を
受
け
、
参
加
者
全
員

で
約
十
ア
ー
ル
に
三
百
本
の
杉

の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
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福
士
光
男
氏
ら
8

氏
J
 

市
で
は
市
制
施
右
記
念
日
にあ
た
る
十
月
一
日
、市
内
大
町
の
レ

ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
昭
和
六
十
三
年度
市
褒
賞
の
表
彰
式
を
行
い
、
 

福
士
光
男
さ
ん
ら
八氏
に
市
褒
賞
を贈
り
ま
した
。
 

表
彰
式
に
は
、森
田
市
長
を
は
じめ
受
賞
者
、
来
賓
な
ど
約
六
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

君
が
代
斉
唱
の
後
、森
田
市
長
が
受
賞
者
一
人
ひと
り
に
褒
状
と
 

，
 

育
の
振
興
発
展
に
貢
献
。
 
 

●

嘩
 

、l
 

野
里
字
牧

ノ
原
七
番
地
の

一
 
 

‘
ー
 

‘
 

教
育
界
に
あ
っ
て
子
弟
の
教
育
と
後
進
の
指
導
に
精
励
さ
れ
  

，
 
る
と
と

も
に
市
教
育
委
員
と
し
て
卓
越
した
識
見
を
も
って
教
 

一

風”
-tIE 

p
 

I
-
J

1
5
 
l
i
 
 

、
「
一
 
ー
 

金
山
字
盛
山
一
二

〇
番
地
 

！
、
ー

‘
 
農
業

協
同
組
合
並
び
に
農
業
共
済組
合
等
の
役
員
と
し
て
活
  

「
 

議
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
支
部
長
と
して
貢
献
。
 
 

●
 

4
'
1
 
大
E
l
i
 『コ
ョ
 

”
臣
ニ
、
、
［
I
ノ
 
 

，
 
躍
さ
れ
、

地
域
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
市
議
会
  

《
 

」
 
／
．
 

、
 

 、
 

 

、

熱
「
 
l
 

高
野
字
柳
田

二
四
四
番
地
  

.
7
,
 
&
 

農
業
協
同
組
合
長
、
農
業
委
員
を
歴
任
し
地
域
の
農
業振
興
 

委
員
会
委
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
。
 
 

●
 

福
 
士
 
光
 
田

力
氏
（8
3)
 

 

，
 
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
村
議
会
議
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
  

×
 
●
嵯

峨

声
」
響
知

五
 

 

[
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響
i
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7
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市褒 賞 表彰 式 
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褒 昭和昭年度 

 

  

褒
章
を
贈
り
、「受
賞
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
今
後
と
も
健
康
に
留
意

さ
れ
、
市
勢
発
展
の
た
め
ご
活
躍
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
 

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
川
浪
重
次
郎
市
議
会
議
長
と
市
表
彰
推
せ
ん
委
員
会

村
上
純
一
会
長
（
代
理
長
津
四
郎
同
委
員
）
が
祝
辞
を
、
ま
た
受
賞

者
を
代
表
し
て
福
士
光
男
さ
ん
が
「
今
回
の
受
賞
を
契
機
に
、
今
後

も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
一
層
精
進
し
、
郷
土
発
展
の
た
め
に

努
力
し
た
い
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

，
 

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
。
 
 

I
・
し・

 
‘
 
西
北
温

泉
共
同
組
合
理
事
長
と
し
て
市
民
の
環
境
衛
生
思
想
  

S
 

！
 

柏
原
町

二
二
番

地
  

,
 

i
E
 ？
且
仙
 

F
l
玉
 

I
i
 

 

'
 

r
 
r
 ＋
火
水
 
I
i
 

、
、
っ乙
」
 
 

，
 
の

普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
市
議
会
議
員
と
し
て
地
  

‘
 

管
理
体
制
の
確
立
に
貢
献
。
 
 

筆
鳶

mー
 

敷
島
町
一番
地
の四
  

』
，
 

I
'
 

山
不
ー
 
白

ハ
1
3
 

 

！
、
、

‘
 

地
域
医
療
に
献
身
的
に
活
動
さ
れ
衛
生
思
想
の
向
上
に
尽
力
  

r
 
」
「
 
エ

一
 

L
一

1
1
 
 

，
 
さ
れ

る
と
と
も
に
市
民
保
健
協
議
会
会
長
と
し
て
市
民
の
健
康
 

農
い
い
い
?
,
-
 
-
I
-

2
-
J
L
-
c
 

 

，
 
メ
一

ロ
『
 
一j
 

圭
三
「
 
玉
反
C、
、
2
一
 
 

ー
 

の
指
導
に
あ
た
り
斯
道
の
隆
盛
と
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
。
 
 

一・
 
、
宙
  

r
 
、
‘
 
地

域
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
郷
土
史
の
調
査
  

，
 
研
究
に

情
熱
を
も
っ
て
取
り
く
ま
れ
地
方
文
化
振
興
に
大
き
く
 

加
成

田

不
二
稽

葬

地
 

寄
与
さ
れ
、ま
た
五
所
川
原
市
収
入役
と
し
て
市
勢
進
展
に
貢
献
。
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甘社会福祉大会を開く 

社会福祉功労者などを表彰 
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市
で
は
九
月
二
十
八
日
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
や
市
民
生
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
、
県
共
同

募
金
会
五
所
川
原
市
支
会
な
ど

と
共
催
で
「
老
人
福
祉
法
制
定

二
十
五
周
年
記
念
第
三
十
一
回

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
大
会
」
 

を
市
民
文
化
会
館
で
開
き
ま
し

た
。
 

同
大
会
は
、
市
民
の
福
祉
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
に
開
い
て
い
る
も

の
で
、
市
民
約
二
百
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
平
山
誠
敏
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
式
辞
を
述

べ
た
後
、
森
田
市
長
が
 
「本
大

会
を
契
機
と
し
て
、
社
会
福
祉

の
一
層
の
発
展
と
皆
さ
ん
の
ご

活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
 
 

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
社
会
福
祉
に
功

労
の
あ
っ
た
原
三
五
一
さ
ん
な

ど
二
十
八
人
、
三
十
八
団
体
に

表
彰
状
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。
 

そ
の
後
、
木
村
守
男
国
会
議

員
、
県
知
事
代
理
の
白
取
肇
西

北
福
祉
事
務
所
長
、
県
議
会
議

長
代
理
の
成
田
守
県
議
会
議
員
、
 

県
社
会
福
祉
協
議
会
長
代
理
の

寺
口
石
次
郎
黒
石
市
社
会
福
祉

協
議
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
福
士
時
雄
さ
ん
が
「
本
日
の

栄
誉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
福

祉
の
向
上
発
展
の
た
め
に
努
力

し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
式
を

終
わ
り
ま
し
た
。
 

な
お
、
同
大
会
で
は
式
典
に

先
立
ち
一
野
坪
小
六
年
の
小
野

理
恵
さ
ん
が
「愛
の
輪
レ
ク
リ
エ
 

ー
シ
ョ
ン
大
会
に
参
加
し
て
」
、
 

五
四
中
二
年
の
藤
森
望
さ
ん
が
 

「愛
情
と
同
情
」
、五
商
高
三
年

の
高
橋
静
香
さ
ん
が
「
青
少
年

赤
十
字
活
動
を
と
お
し
て
」
、五

高
三
年
の
奈
良
岡
厚
さ
ん
が
「
 

車
椅
子
に
乗
っ
て
見
た
町
」
な

ど
に
つ
い
て
意
見
発
表
し
、出

席
者
に
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

ま
た
、「福
祉
協
力
校
の
子
供

た
ち
」
と
題
し
て
木
造
町
公
民

館
運
営
審
議
委
員
の
舘
山
潤
蔵

さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
 

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 （
敬称
略
）
 

＠
表
彰
状
贈
呈
 

原
三
五
一
 （
新宮
）
 

蒔
苗
又
三
郎
（
芭
蕉
）
 

長
尾
芳
彦

（
松
野
木）
 

泉
ゆ
き
、
小
山
内
武
由
（
以
上

神
山
）
 

成
田
知
（
毘
沙
門
）
 

福
士
時
雄

（高
野
）
 

関
徳
治
（
中
泉
）
 

舘
山
茂
（
種
井
）
 

飯
詰
支
部
 

⑥
感
謝
状
贈
呈
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

五
所
川
原
第
一
中
学
校
生
徒
会
 

J
R
C
委
員
会
 

N
T
T
五
所
川
原
電
報
電
話
局
 

鳥
の
多

一
・
お客
様
一
同
（
大
 

町
）
 

田
名
部
典
比
古
（
雛
田
）
 

青
森
ヤ
ク
ル
ト
販
売
K
K
五
所
 

川
原
営
業
所
 

五
所
川
原
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ン
プ
 

会
 

ち
ど
り
会

（
み
どり
町
）
 

昭
和
パ
ー
ル
会
 

長
谷
川
ッ
エ
、
尾
崎
正
雄
、
木
 

村
孝
次
郎
（
以
上
田
町
）
 

片
岡
克
己

（松
野
木
）
 

茶
道
遠
州
流
津
軽
西
海
支
部
 

メ
ガ
ネ
セ
ン
タ
ー
（
本
町
）
 

北
五
美
容
組
合
（
旭
町
）
 

朝
日
企
業
グ
ル
ー
プ

（
大
町）
 

学
校
法
人
下
山
学
園五
所
川
原
 

幼
稚
園
父
母
の
会
（松
島
町
四
 

丁
目
）
 

聖
心
幼
稚
園

（
末広
町
）
 

歌
の
親
和
会

（
木
造
町）
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
 

ラ
ブ
 

敷
島
町
青
年
部
 

平
山
徳
三
（
布
屋
町
）
 

長
橋
保
育
所
（
神
山
）
 

津
軽
」
味
線
滝
栄
会

（漆
川
）
 

朝
市
会
員
一
同
 

木
村
石
油
（
栄
町
）
 

松
島
町
松
鶴
会
 

平
山
文
具
店
（
布
屋
町
）
 

還
歴
を
合
同
で
祝
う
会
一
同
 
 

五
所
川
原
合
唱
団
 

白
生
会
胃
腸
病
院
（
中平
井
町
）
 

五
所
川
原
高
等
学
校
J
R
c
部

ボ
フ
ン
テ
ィ
ァ
委
員
会
 

照
秀
会
五
所
川
原
支
部
会
員
一

同
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
あ
か

ね
荘
（
前
田
野
目
）
 

タ
ザ
ワ
ダ
ン
ス
ル

ー
ム
（
旭
町）
 

県
生
協
組
合
五
所
川
原
支
店
（
 

栄
町
）
 

総
合
結
婚
式
場

・
五
松
苑

（
本

町
）
 

み
ん
な
の
チ
ャリ
テ
ィ
青
森
実

行
委
員
会
五
所
川
原
拠
点

ス
ノ
ラ
ン
ド
ク
ラ
シ
ッ
ク

・
G
 

c
（田
町
）
 

木
村
新
三
（
松
島
町
二
丁
目
）
 

有
限
会
社
羽
藤
商
事
（
寺
町
）
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

五
所
川
原
第
四
中
学
校
 

「
蒲
生
馬
、
高
橋
浩
次
、
木
村

孝
貴
、
渋
谷
修
平
（以
上
鶴
ケ

岡
小
）
 

寺
田
朋
代
（
松
島
小
）
 

鰐
田
和
宏
（
南
小
）
 

⑥
特
別
感
謝
状
贈
呈
 

土
岐
冨
造
（
前
社
協
会
長
）
 

大
谷
慶
作
（
前
梅
沢
支
部
長
）
 

太
田
繁
太
郎
（前
松
島
支
部
長
）
 

一一
橋
敬
蔵
（前
栄
支
部
長
）
 

工
藤
栄
（
前
三
好
支
部
長
）
 

五
所
川
原
地
区重
生
保
護
婦
人
会
 

平山会長（右）から感謝状を
贈呈される受賞者 

《
 

,
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感謝状贈呈式 

1
 

約
三
百
人
の
市
 

り
 
初
め
に
大
会
 

レ
 
長
であ
る
森
田
 

ド
 

ー
 
・
《
 

民
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

‘轟
い
壇
湾
本

大
 

相
会
を
契
機
と
し

わ
 
て
、市
民
一
人

桁
 ひ
と
り
の
総
力
 

「

」

一
 

大

通
事
故
を
防
止

拠
し
、
交
通
安
全

；
を
願
う
市
民
の

輪
が
ま
す
ま
す

拡
が
る
よ
う
期
 

市
交
通
事
故
防
止
対
策
本部
 

（
本
部長
・
森
田
市
長
）
で
は

こ
れ
以
上
交
通
事
故
の
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
よ
う
市
民
の
決
意

を
促
そ
う
と
九
月
二
土
ハ
日
、
 
 市

役
所
前
お
祭
り
広
場
で
市
民

総
決
起
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
交
通
安
全
協

会
、
同
母
の
会
、
安
全
運
転
管

理
者
協
会
な
ど
関
係
団
体
か
ら
 
 

待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
佐
藤
力
五
所
川

原
警
察
署
長
が
「
お
年
寄
り
の

事
故
防
止
の
た
め
、
家
庭
内
の

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
高

齢
者
の
保
護
を
重
点
に
進
め
た

い
」
と
激
励
し
、
最
後
に
参
加

者
を
代
表
し
て
、
斎
藤
千
秋
市

連
合
P
T
A
会
長
が
大
会
官
膏

を
読
み
上
げ
、
同
大
会
を
終
わ

り
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
参
加
者
ら
は
県
警

音
楽
隊
を
先
頭
に
市
街
地
の
目

抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
、
市

民
に
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま

し
た
。
 

市
で
は
十
月
一
日
、
昨
年
九

月
か
ら
今
年
八
月
ま
で
の
間
に

市
教
育
振
興
会
、
市
立
図
書
館

な
ど
（
高
額
の
寄
付
等
を
さ
れ

た
個
人
、
団
体
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。
 

産
経
会
館
で
行
っ
た
贈
呈
式

に
は
、
森
田
市
長
を
は
じ
め
受

賞
者
な
ど
約
二
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

市
内
の
老
人
ホ
 

東
日
流
中
山
史
跡
保
存
会

（
 

和
田
喜
八
郎
代
表
）
で
は
九
月

二
十
八
日
、
市
内
の
老
人
ホ

ー
 

ム
三
カ
所
に
日
本
酒
二
十
本
と
 

式
で
は
、
森
田
市
長
が
受
賞

者

一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。
 

な
お
、
社
会
福
祉
関
係
に
寄

付
さ
れ
た
方
に
対
す
る
感
謝
状

贈
呈
は
、
九
月
二
十
八
日
に
開

か
れ
た
社
会
福
祉
大
会
で
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

（
敬
称略
）
 
 

東
北
電
力
囲
五
所
川
原
営
業
所
 

社
会
福
祉
法
人
若
菜
会

（
前田
 

野
目
）
 

五
所
川
原
東
日
流
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

ク
ラ
ブ
 

東
北
電
気
工
事
囲
五
所
川
原
営
 

業
所

（
漆川
）
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
 

ラ
ブ
 

合
名
会
社
鶴
常
書
店

（
本町
）
 

藻
川
小
学
校
P
T
A
 

佐
々
木
惣
三

（
広
田）
 

福
士
孝
一
 （
岩
木町
）
 

有
限
会
社
津
軽
観
光

（
東
町）
 

梅
泉
小
学
校
P
T
A
 

江
良
力
（
毘
沙
門
）
 

佐
々
木
啓
二

（
松
島
町七
丁
目
）
 

布
施
清
一
 （芭
蕉
）
 

鶴
谷
初
太
郎

（
中平
井
町
）
 

成
田
松
衛

（
弘前
市
）
 

三
浦
新

一
 （
鳥
森）
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交
通
事
故
か
ら
お

年
寄
り
を

守
ろ

う
  

高
額

寄

付
者
な
ど

に
 

市
民
総
決
起
集
会
開
く
 

感
謝

状

を

贈
る
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天
災
資
金

の
需
要
調
査
 

異
常
低
温
災
害
に
よ
り
水
稲
に
被
害
の
あ
っ
た
農
業
者
で
、
経
営
維
持
に
必
要
な
方
の
資
金
需
 

要
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

資
金
を
必
要
と
す
る
方
は
、
十
月
一
一
十
日ま
で
に
各
自
の
金
融
機
関
と
連
絡
を
取
っ
て
＜
だ
さ
 

、

。
 詳

レ
い
こ
と
は
、
市
経
済
部
農
林
課
（
公
⑩
三
一

一
番内
線
三

七

・
三
八
番
）

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

ー
ム
に
お
酒
を
寄
贈
 

東

日
流
中

山

史
跡

保
存
会
 

お
菓
子
十
二
袋
を
贈
り
、
関
係
 
祭

に
献
上
さ
れ
た
ご
神
酒
を
各
 

者
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
 

施
設
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
れ
は
、
去
る
九
月
十
九
日
 

に
行
わ
れ
た
石
塔
山
史
跡
再
興
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を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
開
会
 

A
綱

準

日
叫
ー
 

式
が
行
わ
れ
、
 

飛
嶋
会
長
が
 
「
 

離'I欝知交通安全教室 
ト車のすぐ前や後ろからの横断は、運転者

から見えに＜＜大変危険です。バックし

て＜る車にも気をつけましよう。 

「
 壇  ト道路を渡るときは、少し遠回りになつて

も、信号機や横断歩道のあるところから

渡りましよう。 

ト夜間、黒っぽい服装の歩行者は、車の運

転者からよ＜見えません。出かけるとき

は目立つ服装をし、夜光反射材を着用し

ましよう。 

消
火
器
の
操
作
方
法
を
学
ぶ
 

第

三
回
防
火
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大

会
 

高
齢
者
の
防
火
思
想
を
高
め
 
同
大
会

は
、

五
所
川
原
地
域
 

火
災
防
止
は
各
家
庭
か
ら
と
い

よ
う
と
九
月
二
十
六
日
、
市
役
 
防

災
協
会

（
飛嶋
孝
英
会
長
）
 

う
こ
と
を
認
識
し
て
、

皆
さ
ん

所
裏
の
市
営
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
 
と
五
所

川
原
地
区
消
防
事
務
組
 

に
は
災
害
防
止
の
先
頭
に
立
っ

で
 
「第
三
回
防
火
ゲ
ー
ト
ボ
ー
 
合
が

主
催
し
た
も
の
で
、
市
内
 

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ル
大
会
」
 
が
開
か
れま
し
た
。
 

 

各
地
区
か
ら
三
十
七
チ

ー
ム
、
 

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

二
百
五
十
人
が
 
発

揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
お
互

参
加
し
ま
し
た
。
 
い
の
親
睦
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
 

開
会
式
に
先
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
試

立
ち
、
消
防
本
 

合
が
開
始
さ
れ
熱
戦
が
展
開
さ

部
職
貝
が
初
期
 
れ

ま
し
た
。
 

消
火
の
大
切
さ
 
上
位
入

賞
チ
ー
ム
は
次
の
と

を
説
明
し
、
参
 

お
り
で
す
。
 

加
者
の
中
か
ら
 
優
 
勝
 

川
端
町
チ

ー
ム

五
人
が
実
際
に
 
準

優
勝
 
豊
成
B
チ
ー
ム

消
火
器
を
手
に
 
三
 
位
 

一
野
坪
A
チ

ー
ム

し
て
消
火
実
験
 

”
 
か

ま
や
チ
ー
ム
 

水
道
事
業
所
か
ら
の
お
願
い
 

来
た
る
十

一
月
一
日
か
ら
、
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
の
浄
水
場
よ
り
通
水

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
配
水
管
の
水
の
流
れ
に
変
化
が

生
じ
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
に
ご
り
水
が
出
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
水
道
事
業
所

（費
⑩
九
一

一
一
番
）
ま
た
は
元
町
浄
水

場

（
合⑩
二
六
三
九
番
）
 
へお
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

競技の前に行われた消火訓練 
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管渠工事にこl.s 協力をノ 
月デでは、公共下水道工事を施行しております 

が、 このたび次の箇所で施工いたします。 

レエ事場所 市内弥生町内 

ンエ事期間 第1工区一10月25日まで’ 

第 2 工区一12月25日まで’ 

う●でこの間、一部通行止となる箇所もあり、車の

通行や商店・歩行者の皆さんに大変ご不便を

かけますが、公共事業をご理解いただき、事

故等の防止にご協力をお願いします。 

市民総合文化祭 
いよいよ文化祭の季節となりました。 多種多彩な発表

会がありますので、 ご家族おそろいでおいでください。 

―市文化振興会議― 

月 	日 時 	間 会 	場 行 	事 団 体 名 

1(）月 23 U 10:00 - 	16:00 中央公民館 第25回県ド川柳大会 川柳岩木吟社 
I() Ii ;I' ● II 
~I III3「」 9:00 - 16:00 中央公民館 第28回菊花大会 五所川原晩香会 

l
l
f
l
1
E
l
 

 
18:00 - 21:00 中央公民館 謡曲大会 五所川原宝生会 

11月 1日 
i 

Il月 3El 
9:00 -16:00 中央公民館 

盆栽展示会 五所川原盆栽会 
煮食糸茎プ趣味の作 五所川I京市老入、 

クラフ一連合会 

ちぎり絵作品展示会 和紙ちぎり’全 
貴装 

ll月 2H 
i 

11月 3 日 
9:00 -16:00 中央公民館 

書道展示会 五所川原書道会 

盤景展示会 五所川原紫操会 

絵画展示会 チャーチル会 

木彫作品展示会 木彫の会 

絵画展示会 光彩会 

藤作品展示会 藤手芸趣味の会 

華道展示会 

華道遠州流 

華道小原流 

華道龍生派 

11月 3 日 10:00~ 15:00 中央公民館 市民茶会 

茶道表干家 

茶道裏干家 

茶道遠州流 

茶道江戸千家 

一
  

10:00~ u:oo 

中央公民館 

松葉会 筆曲（琴）発表会 

11:00 -11:50 民謡発表会 」工I折川I原 
I叱言岳I協会 

12:30 -12:50 バレエ発表会 山田芳子 
ノぐレエ教室 

13:00~ 14:00 津軽三味線発表会 津軽三味線 
●竜栄会 

14:00 -15:00 詩吟発表会 五所川原吟詠会 

15:00~ 16:00 詩吟発表会 肌山流詩吟道 

16:00 -17:00 日本舞踊発表会 綾扇会 

一
  

9:00~ 16:00 市民文化会館 第28回県下俳句大会 五所川原俳句会 

10:00~ 12:00 中央公民館 植物研究発表会 津軽植物の会 

10:00 -16:00 中央公民館 第28回県下短歌大会 五所川原短歌会 

文化碑めぐり 

参加者募集 
市文化振興会議では、次によリ市内文 

化碑めぐりを行います。 

＞日時 11月 4 日 出発 午後 lu寺 

帰着 午後 4 時 

＞集合場所 市中央公民館 

ン参加料 無米斗（専用バス） 

ン見学コース ①加藤東簾歌碑 （2）和田 

山蘭歌碑 （③）上原げんと音楽碑 （4）内 

海毒ひ皮句碑 （⑤八木隆一郎歌碑 （6）若 

山牧フk歌碑 

教育相談室 

ご利用について 
お 丁さノてーの教育問題でお悩みの方はお

気軽にこ才目謝乏く ノごさい。 

ン相談内容 児童、生徒に関するすべて

の事項。 

レ日時 昭和64年 2 月までの毎週金曜日、 

午後 1時30分、から 4 時30分まで’。 

レ受右t 原則として予約制であり、市教

育委貝会教育研修指導室（市内

岩木町1 2廿国)2111番内線 2 4 7 

番）へ電話か文書で才5申し込み

く ださい。 

ン電話相談（日、祝日、年末年始は除く） 

平 日 午前 9 時～午後 4 時30分、 

土曜日 午前 9 時～正午 
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県最低賃金改定 
青森労働基準局 

最低賃金額 1日3,424円 

賃金の大部分が時間によって定められて 

いる人（時間給者）について 

	1時間 429円

実施月日 10月10日 
ただし、次に掲げる賃金は、最低賃金の算定 

には含“まれません。 

除外賃金 

(1）精皆勤手当、(2）通勤手当、(3）家族手当、(4) 

臨時に支払われる賃金（賞与、期末手当など） 

r 	(5) 1 か月を超える期間ごとに支払われる賃金、 

(6）時間外労働・休日労働に対して支V、われる

賃金及び’深夜労働に対する割増部分の賃金

＞適用される範囲 産業や職種にかかわりなく

県内すべての事業場ではたらく常用・臨時・

ノぐートなどのすべての労働者と労働者を一人

で’も使井JしているすべてcM吏月I者に適用され

ます。 

昭和64年度ー農業用免税軽油 

免税証交付申請の受付 
ン日日寺 11月 8 日 午前 9 時から午後 3 時まで・ 

）場所 県五所川原合同庁舎（栄町つ 

レ申請用紙 県税事務所、農協、軽油販売店に

あります。 

※詳しくは、五所川原県税事務所間税課（廿⑩ 

2111番内線 2 0 7 ・2 08 番）へどうぞ。 

昭和64年度学生募集 
青森職業訓練短期大学校 

レ募集定員 

系 科
  

専 	攻 定 員 

機械ンえテム系 
電 了 機械 専攻 

30名 機械ンステム科 
生産機械専攻 

叫
屯・
ノ
 

・テ
 
情

1
 

報
系
 

フ
へ
 

電子システム科 電 子 専 攻 

40名 情報処理専攻 
情報システム科 

電気通信専攻 

設 備 制 御 
iノ ス テ l、系 

自動制御専攻 
20名 制御システム科 

建築空調設備専攻 

合 	 計 90名 

レ推薦入試 

〇出願期間 11月14日から12月 2 日まで・ 

〇選考日 12月 9 日 

〇選考方法 調査書、推薦書、小試験（数学）、 

面接 

〇選考場所 本校 

〇合・格発表 12月16日 

ンー般入試 

〇出願期間 昭和64年 1月23日カ、ら 2 月 9 日ま 

で 

0試験日 昭和64年 2 月15日 

0試験科目 数学 数学I・II （微積） 

理科 理手斗I又は物理から 1科目 

選択 

外国語 英語I 

〇試験場所 本校、青森、八戸、弓I、前、野辺地 

〇合格発表 昭和64年 2 月24日 

※詳しいことは、「昭和64年度学生募集要項」 に 

記載してありますので、青森職業訓練短期大学 

校学生課（市内飯詰か電2132O1番）へ切手 24 0 

円分を同封してご請求くブごさい。 

交通事故発生状況 
	

（五所川匠警察署提供／昭和63年 9 月30日現在） 

、
、
 
 

派
f
t
 
 

画
晒
別
 

＼
、
、
＼
 

紳
H
 
、
、
、
 

分
 

駅 	前 三 	好 中 毘 沙 門 飯 松
  

松島団地 未 長 	橋 し 	和 梅 	沢 9
 

月
 
中
 

累
計

（
1
月

1
9
月
）
  

9
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
朔
  

9
 
月
 
中
 

累
計
朗
ー
”
  

9
 
月
 
中
 

累
計
朗

ー
9
n
 

 

9
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
”
  

9
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
明
  

9
 
月
 
中
 

累
計
m
ー
”
  

9
 
月
 
中
 

累
計
m
ー
明
  

9
 
月
 
中
 

累
計
m

ー
9
  

9
 
月
 
中
 

累
計
m
ー
明
  

9
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
明
  

9
 
月
 
中
 

累
計
明
ー
朔
 件 	数 10 

69 
2 

12 7
  

16 
2
  8 

n。
  15 12 

3 
19 

1 
9 

2 
12 4

  

24 
183 

死 	者 
2 

4 1 1 1 
2 

7
  傷 	者 73 

3 
14 7 

1 
19 

にJ
 
 12 

3 
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33 
216 

死亡事占女 
C) 

継続日数 
6 226 6,478 1,175 2,713 200 663 143 473 1, 048 6,478 

死亡事故発生状況 
発 生 日 時 発 生 場 所 第 1当事者 第 2 当事者 状 	 況 

63. 9.11 18: 20 栄町62-i 国道101号 23歳 男 普乗 82歳男 歩行者 
F年 pT」「い、 	左 l］り万イこイi雀認．くフ二） 
第 1 が1黄注斤禁止土易巨斤,黄幽i 
中の第 2 に1衝突 

ワ
」
 
 

63. 9.24 14 : 30 芭蕉18-4 県道 63歳 男 原付 27歳 男 普貨 
第 1が右側車線にはみ出
し対「白］の第 2 と衝突 
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幼児教育の大事な時ですから

三歳になったら幼稚園へ 

―市私立幼稚園協会― 

ン願書配布 10月15日 

レ願書受付 11月1 日～ 

※詳しいことは、各幼稚園へお間い台ゾっせーくノご 

さし、。 

五所川原幼稚園（杉ト島町一 4 丁目費電5)5150番） 

(12月 1 日から市内唐笠柳に移転します） 

聖心幼維園（末広町廿電④）2222番） 

ひまわり幼稚園（元町容＠)5080番） 

富士幼稚園（みどり町 8 丁目廿⑩7974番） 

.S、るさとの 
歴史を語る会 

―北奥文化研究会ー 
レ日日寺 10月23日 （日）午後 1日寺～ 3 甘寺 

ン場所 市歴史民俗資料館 

レテーマ 「福士一族について」 

ン講師 福士光俊氏（北奥文化研究会々貝） 

ン受講料 無料 

レお間い合わせ先 

市歴史民イ谷資料噴官（e⑩9555番）佐藤まで’ 

津軽半島祭 

津軽半島フォーラム開催 
―津軽半島祭実行委員会ー 

'F軽半島祭の一環として、I 津軽半島 その伝

統と創造」（交流新時代を迎えて）をテーマにフ

ォーラムを開催します。 

山崎充先生 ぐ静岡県立大学教授）の講演のあ

と、新たな時代を迎える津軽半島の課題、発展

策等について参加者を交えたパネルテ片スカ、ソ

ションを行い、地域の活性化、産業、経済、文

化の発展をめざすものです。 多数のご参加をお

願いします。 

レ日時 10月28日 （金）午前10時～午後 4 時15 

分まで’ 

＞場所 市中央公民館 

レ入場料 無米斗 

※詳しいことは、市秘書企画課内津軽半島祭実

行委貝会事務局（か⑩2111番内線 3 1 8 番） 

へどうぞ。 

第10回「ホームフェスティバル」 

ー勤労青少年ホームー 

今年も盛リだく さんの作品展示や即売品を準 

備して、みなさんのおしいでをお待ちしています。 

10月29日（土） 

開会式（午後 6 時30分） 

①音楽会（②）カラォケ大会（③）ゲーム等 

10月30日 （日） 

午前10日寺オーフ。ン 

①焼きど物即売（2）フリーマーケッ ト（③）お茶会④ 

チャリティバザー（5）模擬店 

〇記念企画 「金多・豆蔵」 ゴM寅（午後 1時30分） 

@）フ I)ーマーケツ ト参加者を募集しています。 

＞参加資格 市内に住んでいる人 

ン内容 作品の展示及び即売 

N参加料 1軒 5 0 0 円 

ン申し込み締ti刀 10月28日 （火） 

※お申し込み先及び’お問い合わせは、市勤労青 

少年ホーム（か電④）3602番）へどうぞ。 

第8回 
少年の主張発表大会 

少年たちが、家庭生活、学校生活、地域社会 

の場でてつふれイトいの中から、 日ごろ考えている 

ことをとりまとめた提言や希望を発表するもの 

です。 

市民の皆さん、お誘い合甘っ・せてどうぞ。 

＞日時 10月27日 （木）午後 1時カ・ら 

ン場所 市働く婦人の家ホール 

ン主催 市教育委員会 

市学校警察連絡協議会 

市青少年問題協議会 

11月1日カモ猟解禁 
これから狩猟のシーズンがやって

きます。今年からカモ猟だけ解禁が

半月早＜、狩猟期間が11月1日から

翌年の1月31日までになりました。 

その他の狩猟はこれまでと同じ11 

月15日から翌年の2月15日まで行わ

れます。 

力モの狩猟は、河川や湖沼の近＜

で日の出から行われます。 

, 

' 
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みんなの健康教室 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

10月28日（金）午後 'U寺 

市保健センター 

楠美康夫 先生 

（楠美泌尿器科医院長） 

「尿に血が混ったら」 

時 

所 

自市 

日
 場

講

ン

ン
レ
 

レテーマ 

1 	 1 11I 11111 
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痴呆疾患予防講習会 
―五所川原保健所ー 

ン日時 11月18日 （金）午後 'U寺10分～ 3 時30 

分 

＞場所 市中央公民館 

ン内容 （ユ）映直1「白い記憶の世界」 

②講演 「痴呆の成因及び予防」 

講師 県立つく しが丘病院医務局長 

立山 興先生 

レ対象 どなたでも受講できます。 

レ受講料 無料ー 

ン申し込み先 五所川原保健所（廿⑩2108番） 

へ10月28日まで’にお申し込みくノごさい。 

11月の保健センター「相談日」 
ン日日寺 11月 4 ・11・18・25日 （毎週金曜日） 

の午前10時～午後 3 時（18日は正午まで’) 

レ内容 保健婦が血圧の測定や尿検査を含ゾ）た

健康相討乏に応じます。赤ちゃんからお年寄り

まで、お気軽にどうぞ。 

お間い合わせは市衛生課（か電5>2 111番内線 2 

6 8 番）へ。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

レ受イ寸時間 12:45- 13:00まで’。 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

※注意 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細胞

腫（小児がん）の検査セットを配布しますが、 

当日ーつごうで来れない場合は検査セッ トを衛生

課窓口にて配布しますので’6 カ月、 7 カ月の赤

ちゃんはぜひおいで’くノごさい。 

なお病気療養中（I寺に伝染病の病気）のお子一

さ Jくノはこご遠慮くノごさい。 

月 令 対 象 児 期 日 内 容 

3 力 月 児 S 63年 7 月生 11月 8 日（刃 健康診査 

6 カ 月 児 S 63年 4 月生 11月14日（月） 健康相談 

1 	歳 児 S 62年10月生 11月28日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 62年 5 月生 11月22日（幻 健康診査 

お間い合わせは、市衛生課（”⑩2111番内線 

2 6 8. 2 7 2 番）へどうぞ。 

子宮がん・乳がん・甲状腺 

検診のお知らせ 
ン場所 d引呆健センタ 

レ受イ寸日寺間 12: 30- 

月 対 象 地 区 

「
困
 

三好地区 

11月10日 
（木） 

栄地区（みどり町を除く） 

111月巧日 
（火） 

みどり町 
小曲地区 

11月16日 
（水） 

雛田、敷島町、上平井町、中平井町、 
下平井町、幾世森、新宮、新宮町、末
広町、芭蕉、柏原町 

11月17日 
（木） 

飯詰地区 

11月18日 
（金） 

毘沙門地区 
松島団地 

※この検診は、 8 月15日～25日まで’に申し込ま

れた方のみ対象となりますのでお間違いのな

いようにお願いします。 
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